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研究の背景及び目的

精神疾患モデルマウス脳で発現が増加している分子をクローニングし、生理
機能を調べています。その結果、統合失調症、うつ様症状、双極性障害、認
知症、依存症などとの関連を今までに明らかにしてきています。また、見出
した分子の遺伝子修飾についての研究も実施し、血液1滴から精神神経疾患
の早期診断に結びつけるための研究も実施しています。

期待される効果・応用分野

マウスを用いた研究（基礎研究）からスタートしていますが、１つのステップごとに、実際の患
者さんの生体内でも起こっているのかどうかの臨床研究を実施し、研究成果が疾病の治療や予防
に結びつくようにしています。

■ 共同研究・特許など
私たちのグループが見出した新規遺伝子については、大部分のものについては、特許出願をして
います。また、それら分子を遺伝子操作することによる神経変性疾患・精神疾患モデルマウスの
作成もしています。臨床研究を実施することで神経精神疾患の発症前診断についてもチャレンジ
しています。
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